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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

 教育現場では武道場が十分に整備されていない．文部科学省の報告では公立中学校の武道場

の整備率は 49.8％，私立中学校では 54.9％である．武道場がない学校は，体育館で授業を実施

しており，柔道の授業では床に畳を敷くか，器械運動に使うマットを使用する場合がある．こ

れらの場合，畳のずれによる手や足の怪我の危険性，準備と後片付けに時間がかかる点が問題

とされている．  

 そこで，本研究はまず畳の代用品としてウレタン素材のマット（畳マットと呼ぶ）の安全性

を確かめ，その後に柔道の実技が畳マットの上で実施可能かどうかを検証することが目的であ

った（研究１）．さらに，柔道では頭部外傷が重大な事故につながっていることから，頭部に加

速度センサを取り付けて頭部加速度を計測し，柔道といくつかのスポーツ場面において衝 撃を

受けた時の頭部にかかる負担について検討した（研究２）．  

 【研究 1】１ｍの高さからの頭部モデルの落下による衝突実験において畳マットと 2 種類の

畳とを比較したところ，衝撃力はそれぞれ畳マットが 88.9kgf，畳 A が 92.7kgf，畳 B が 90.9kgf

でほぼ同等の衝撃力が計測された．このことから，畳マットの緩衝効果は畳と同等であり，そ

の安全性が確かめられた．  

 その後，授業において畳マットの実用性を検討した． 15 回の柔道の授業の内， 2 回の授業は

畳マットを使用して行った．その授業内容は，準備運動，受け身，抑え技 の自由練習，投げ技

の掛かり練習，約束練習であった．  

 アンケート調査結果からは，持ち運びやすい，設営しやすい，片付けやすい，受け身をして

も痛くない，抑え技の練習が可能，投げ技の練習が可能という項目に肯定的な意見が得られ，

基礎的な技術習得の学習活動では，概ね実用可能であることがわかった．このことから中学校

の柔道授業では畳の代用品として十分使えると考えられる．ただし，長い期間使用した場合の

耐久性についてはまだ実験を行っておらず，今後の課題である．  

【研究２】 頭部の 加速 度計測によ り，柔道 の 受け身時に ，頭部に ど れくらい衝 撃がある のか

を測定し， 他のスポ ー ツ動作と比 較検討し た ．比較した 動作は， 柔 道の後ろ受 け身，大 内 刈り

で投げられ た時の受 け 身に対して ，サッカ ー のヘディン グ，ゴー ル キーパーの セービン グ ，ソ

フトボールのダイビングキャッチであった．  

衝撃力（ピーク値）はヘディングが 36Ｎ，ダイビングキャッチが 32.3N，セービングが 25.7N，

大内刈りが 18.5N，後ろ受け身が 17.5N の順に大きかった． 衝撃力に持続時間を乗じた 力積は

セービングが 9.5Ns，後ろ受け身が 7.9Ns，大内刈りが 7.3Ns，ダイビングキャッチが 2.0Ns，

ヘディングが 1.9Ns であった． ヘディングの衝撃力は大きかったが力積は最小であった．逆に

衝撃力は小 さかった が 力積 が大き くなった 運 動 は，柔道 の後ろ受 け 身と大内刈 りをかけ ら れた

時の受け身 の２動作 で あった． 受 け身は頭 部 にかかる衝 撃力の時 間 が長かった ため ，そ の 力積

が大きくな った． こ の ことから， 柔道の 受 け 身は頭部に かかる 衝 撃 力は小さい が， 力が 持 続す

るので頭部に負担をかけることがわかった．  

今回の実験 は安全 な受 け身時の衝 撃を計測 し ており，畳 に頭を打 ち 付けるよう な場面で はな

かった．柔 道の事故 で は受け身を 取れずに 頭 部を畳に強 打するこ と によって頭 部外傷（ 急 性硬

膜下血腫） になると い う事故が多 い ．受け 身 を取れなか った場合 の 頭部への負 担は非常 に 大き

い値になる ことが 予 想 される．本 実験は， 正 しい受け身 を行えば ， 頭部への衝 撃を緩和 し ，安

全に身を守れるということも示している．  
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